
図4JF平衡下における自己発展現象の科学

4.1 小グループ提案の主旨
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非平衡下で生じる、ベクトル的化学反応の進行、エネルギー変換システムの開発、分子興味

認識などの応用技術にっいて、理論科学を基本とした実験システムの構築について研究する。分野

を越えた広領域の若手研究者を中心に発展させる。
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提案の主旨生命現象や自然現象が生み出す、りズムやパターンの自発的な形成を解明するため

に、「非平衡」をキーワードとして数多くの研究が行われ、発展してきた。それらをべースに、現

在では技術的にも発展させることが可能になってきた。本小グループでは、非平衡下で生じる自己

発展現象の科学を研究することを主な目的として、具体的には次のテーマについて、理論科学をべ
ースにした実験システムの構築について多方面から研究を行うことを計画している。

1.ベクトル的パターン発生の制御異方性のある反応場を導入することにより、多彩に変化

するパターン形成を発現させる。これにより、分子レベルでの化学反応からべクトルを持つマクロ

な時空間的反応への自己発展について、理論計算に基づいた実験系の開発・応用を行う。また外部

刺激(電位、光)を加えることにより反応機構や経路など反応場の制御も行う。

2.エネルギー変換システムの開発生体が行う、等温系での化学反応から力学エネルギーヘ

のエネルギー変換に学ぶ、新しいタイプのエネルギー変換システムを研究する。例えぱ、化学ポテ

ンシャル差を.駆動力とした界面自由エネルギーのぺクトル的市噺卸からマクロな力の発生への発展に

ついて、モデル計算を行い、それをべースに人エモーターの設計を行う。
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